
 

 

 

 

 
感染予防医療材料 ご提供のお礼 
新型コロナウイルス感染症の流行のため、当院ではマスク、ガウン等の感染予防材料が不足して

おります。当院でもそれらの持続的な確保に努めておりますが、なお入手が困難な状況が続いてお

ります。 

そのような状況の中、複数の企業、団体の皆さまからマスク、ガウン等の寄贈をいただきました。

このようなご厚意に感謝申し上げるとともに、病院機能維持のため大切に使用させていただいてお

ります。この場をおかりしまして皆さまに心より感謝申し上げます。          院長 

 

 

オンライン面会（予約制）を開始 
 

当院では新型コロナウイルス感染症対策のため、面会

禁止の 措置を講じております。このことにより、入院

されている患者さま、ご家族さまのご心情を考え、少し

でもご不安の軽減になればと、5 月 11 日より iPad を用

いての、ご面会（予約制）を開始いたしました。 

 

利用期間 月曜日から金曜日 

時  間 １５時から１６時 

面会時間 １患者／５分前後 

申込窓口 新館 1階 地域医療連携室 
 

 

 

 

 

 

 

整形外科では夜間帯に発生する救急対応の強化として、下記体制を

整えております。自宅、施設などで腰背部痛、膝関節痛による体動困

難や、ベッドからの転落、歩行中の転倒などにより動けなくなった場

合などで、お困りの際はお気軽にご連絡ください。 

曜 日 月曜日から金曜日 

時 間 午後２１時まで 

（火曜日と木曜日は整形外科医が当直体制をとるため深夜帯でも受入可能） 

電 話 ０４５－３７１－２５１１（代表） 
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整形外科よりお知らせ 
いたた～(>_<) 

夜でも診てくれるところ

ないかしら 

入院病室と外来フロアをタブレット端末で

接続しビデオ電話でお話しできます。 



 

 

 

 

今世間を騒がす『新型』コロナウィルスですが、新型っていう以上は旧型(？)が存在するわけです。 

これまでの一般的なコロナウィルスはいわゆるヒトに蔓延する『風邪のウィルス』の一種です。冬に流行し

大概は 6 歳までに感染を経験し、世界的に毎年多くの感染者を発症しますが、ほとんど軽症で済みます

ので、『風邪』として終わってしまいます。しかし『風邪』といえど、高齢者や免疫が弱っている方の場合、

風邪から肺炎など不調を来たし、稀に不幸な転帰を辿るわけです。 

 毎年世界中に出現してもさほど見向きもされないコロナウィルスですが、2002 年、重症急性呼吸器症候

群(SARS)コロナウィルスとして猛威をふるい(致死率 9～16%)、また 2012 年には、中東呼吸器症候群

(MERS)コロナウィルスとして重症肺炎を引き起こしました(致死率 30～40%)。ともに当時は『新型』として騒

がれたコロナウィルスです。いずれも日本には大きな影響なく済んだわけですが、高齢者、基礎疾患を有

する患者などを中心に重症化しました。 

 そして今回の『新型』コロナウィルス(COVID-19)です。まだ未知

な部分が大きいですが、上記 SARS(致死率 9～16%), MERS(致死

率 30～40%) に比較して、『新型』コロナウィルス(COVID-19)の致

死率は 2 月末時点で 2.3%程度。しかし、中国湖北省以外での致

死率は 0.4%程ですが、年齢や基礎疾患の有無で致死率は異なり

ます。 

仮に季節性インフルエンザの致死率が 0.1%程度と比較して、

新型コロナウィルスの致死率は 4～5 倍程度になります。新型コ

ロナウィルスの感染予防には風邪やインフルエンザ同様に、人

混みを避け、手洗いやうがいの徹底になります。感染しても 80%

以上の方は感冒症状のまま自然軽快してしまいますので、基本

的には自宅安静療養を心がけてください。感染拡大予防のため

にも医療機関に直接駆け込まないように注意してください。もし

心配な方は各自治体に設置してあります「帰国者・接触者相談

センター」にまず連絡するようにお願いいたします。 

横浜鶴ヶ峰病院 副院長 診療部長 川又朋章 

「ホームページ ドクターズファイル」より 
 

今月のお知らせ 

血液内科 石山泰史 医師 火曜日 5月末にて診察終了となります。 

整形外科 富永医師 毎週水曜日午前 ／ 金曜日第 2.4.5午後 診察が開始となります。 

創立記念日 6月 15日 月曜日 休診となります。（救急対応はいたします） 

  

編集後記／池住 

「Ｓｔａｙ Ｈｏｍｅ」 

周囲からStay homeして体重が増えたという人の話をよく聞くようになりました。運動不足になりがちですから、仕方

ないのかも知れませんね。ちなみにWHOはCOVID-19の重症化の因子は65歳以上・慢性肺疾患・糖尿病・重症

心疾患・透析中の腎疾患・免疫能・喘息などがありますが、実はその中に重要な危険因子として「肥満」も報告されて

います。肥満が重症化しやすく予後が悪い・・・しかも同じ肥満でも女性より男性が重症化しやすいことから、単なる肥

満より内臓脂肪型肥満が影響している可能性が高いと。たしかに若い力士さんが亡くなられたばかり・・・・。 

あ～調べなきゃよかった(-_-;)  次回はなるべく明るい話題を考えます。 


